
日時 ： 平成 19 年 10 月 29 日 ( 月 ) 16:30 ～ 18:00

場所 ： お茶の水女子大学　理学部 2 号館 4 階 405 室

　　

バイオインフォマティクスを用いた
ＲＮＡ研究による生命現象の理解

講演概要： RNAは DNAの配列情報をタンパク質に伝達するための仲介役であると位置

づけられていました。しかし、1998 年の RNA interference (RNAi、RNA 干渉 )の発見

を端緒に、RNA 研究は大きく進展しました。この約 10 年間で、RNAi、microRNA、

noncoding RNA などの研究が爆発的に進み、RNA の新しい機能が次々と明らかにされ

てきました。そして、これまでは説明できなかった様々な生命現象が理解されてきて

います。本セミナーでは、最近の RNA 科学の歴史について概説し、バイオインフォマ

ティクスを用いた RNA 研究の１例として、私たちが構築した、哺乳類細胞での、特異

性が高く、効率的なRNAi法についても紹介する予定です。

（東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻生物情報科学 准教授）

程　久美子 先生

参  加  費：　無　料（申し込み不要）

問合せ先：　お茶の水女子大学　女性リーダー育成プログラム
　　　　　　「生命情報学を使いこなせる女性人材の育成」事務局
　　　　　　E-mail : bioinfo@cc.ocha.ac.jp ／ Tel : 03-5978-5698

アクセス：　丸ノ内線茗荷谷駅または有楽町線護国寺駅下車徒歩 8 分
　　　　　  http://www.ocha.ac.jp/access/index.html　

お茶の水女子大学 女性リーダー育成プログラム「生命情報学を使いこなせる女性人材の育成」

共　催

文部科学省委託研究開発事業「統合データベースプロジェクト」（※）

（生物学第 2 講義室）

◆講師紹介◆　程　久美子　先生 

　　早稲田大学大学院理工学研究科博士後期課程修了、理学博士。

　　日本医科大学助手・講師・助教授、東京大学大学院理学系研究科・特任助教授を経て、

　　2006年4月より東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻生物情報科学・准教授。

　　専門：生物情報科学、細胞生物学。

　　哺乳類で有効なsiRNAの配列設計法の確立と配列設計ウェブサイトの公開

　　およびRNAiのメカニズム解明に従事。

※本セミナーは、お茶の水女子大学が受託している平成19年度文部科学省委託研究開発事業「統合データベースプロジェクト」が共催しています。


